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机上 1.0 m の高さから自由落下した物体（ゴムボール）
が繰り返し机上で跳ね返る運動を解析する。 
(1) 1.0 m から落下した最初の衝突を 0 回目とし、この
瞬間を時刻 t = 0 s とする。 































































































① 法律・法曹、② 行政・教育、③ 経済・金融 
④ マスコミ・芸術、⑤ 経営・サービス 
⑥ 専門職・理工系技術、⑦ 理工系研究、⑧ 医学 
便宜上、①～⑤を「文」、⑥、⑦を「理」（医学以外）、
⑧を「医」と表記し、各分野の参加希望者数（アンケ
ートの有効回答者 115 名が対象）を下表に示す。 
表 有効回答者数の内訳（人） 
 文 理 医 計 
文 33 － 10 43 
理 (S2)32 23 17 72 

























































































































































































































実施した。選択生徒は 68 期 19 名（うち１名は夏から


















































第 11 回：11/10（土）2〜4 限 
各チーム作業、進捗状況の面談 




第 13 回：12/18（火）1〜4 限 
各チーム作業（プレゼン資料作成、追加実験等） 



























































12/23 東京都 SSH 発表会、3/17 日本生態学会神戸大
会にてポスター発表、元東邦大学 風呂田利夫先生 
・「セイロンベンケイソウの栄養生殖について」 
2/3 戸山高校 SSH 発表会にてポスター発表、東京理科
大学 松永幸大先生 
・「ツルギバモウセンゴケの消化酵素について」 



































































































































































































































塩ビ管 アルミ棒 ガラス棒 ガラス試験管 缶 毛
皮 スズランテープ セロハンテープ シャープペン
シル 消しゴム ストロー 画鋲 ティッシュペーパ










2 班 水を塩ビ管に近づけると引き寄せられる 
3 班 塩ビ管＋アルミ＋ストロー連結体、塩ビ管をこ
すってストロー部分で引き寄せる 






7 班 遮蔽物の有無でくっつくか否かが決まる 
8 班 こすった塩ビ管にストローでなめるように取る
と、電気が移って、ストローにも引力 
    またアルミ管を近づけると「パチ！」 
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